
　
2. 
河川水■　生活環境項目評価■　環境基準項目　　①水素イオン濃度（ｐ
H)
ｐ
H
値は
6
地点すべてにおいて、
B
類型の環境基準値
6.5
～
8.5
を満たす結果となった。環境基準
12
項目について、すべて基準に適合していた。毎月測定を実施している鉛については、平成
17
年
4
月
20
日、平成
18
年
2
月
20
日の調査回で　　②生物化学的酸素要求量（
BOD)
、化学的酸素要求量（
COD)
、有機体炭素（
TOC)
鉛が検出されている。
RW-1,3,6
地点においては
BOD
値は環境基準
B
類型
5mg/L
以下に適合しており、また
COD
値についても農業用水基準
6mg/L
以下に適合していた。他の原川本川
3
地点については、
BOD
・
COD
・
TOC
共に
RW-2
�
RW-4
＜
RW-5
の濃度関係がある。これは
RW-4
地点と
RW-5
地点間に、
BOD
・
COD
・
TOC
濃度が高く、排水
D-1,D-2
が流入していることに
0.018260
起因していると推測できる。
0.0133300.009190RW-50.0121900.006720.0366800.0182800.00510.00630.005580.006360.0091100.0112000.0303300.046530SS
濃度と鉛濃度の相関を調査すると、高い相関性があり鉛が
SS
に由来することが推測される。鉛が
SS
に由来していることを実証するために、平成
18
年
2
月
20
日の
»ÝÌßÙRW-2,4,5
について
SS
をろ紙でろ過し、そのろ液で鉛を測定した結果を下記に示す。
0.011200
　ろ過液で測定
0.0303300.046530
ろ過して鉛濃度を測定すると、上記のように定量下限値未満となった。鉛は
SS
に由来すると考える。
SS
濃度は原川本川で高濃度で検出されているが、集中豪雨による、周辺裸地からの表面水の流出により濁りが発生していることが推測される。今後降雨量が多い際に、排水
D-1,2
より高濃度の
SS
検出の可能性があるため、今後も継続監視が望ましい。
RW-6RW-1RW-4RW-2RW-4RW-52005/02/182005/02/182005/02/18RW-5RW-22005/01/202005/02/042005/02/042005/02/042005/04/20RW-2RW-42005/04/20RW-5SS
濃度
(mg/L)»ÝÌßÙ
採取日
2004
年度河川水調査結果
2005/04/20»ÝÌßÙ
採取地点鉛濃度
(mg/L)2005/03/152005/04/202005
年度河川水調査結果
RW-22006/02/20»ÝÌßÙ
採取地点
»ÝÌßÙ
採取日
RW-22006/02/20RW-42006/02/20RW-52006/02/20RW-52006/02/20
鉛濃度
(mg/L)SS
濃度
(mg/L)RW-42006/02/20
鉛濃度
(mg/L)0.005
未満
0.005
未満
0.005
未満河川水
BOD
値推移
03691215
Ｈ
16.10.20
Ｈ
16.12.9
Ｈ
17.1.20
Ｈ
17.3.4H17.5.20H17.8.23H17.11.21H18.2.20
（
BOD
　
mg/L)RW-2RW-4RW-5
河川水
COD
値推移
05101520
Ｈ
17.2.18
Ｈ
17.3.15H17.5.20H17.7.20H17.9.20H17.11.21H18.1.20H18.3.10
（
COD
　
mg/L)RW-2RW-4RW-5SS-
鉛　相関
y = 6E-05x + 0.0026R2 = 0.81920.0000.0050.0100.0150.0200.0250.0300.0350.0400.0450.0500200400600800SS
濃度
 (mg/L)
鉛濃度
 (mg/L)
河川水
TOC
値推移
0246810
Ｈ
16.9.21
Ｈ
16.11.5
Ｈ
16.12.20
Ｈ
17.2.4
Ｈ
17.3.15H17.6.20H17.9.20H17.12.20H18.3.10
（
TOC
　
mg/L)RW-2RW-4RW-5RW-5
が他に比べて高い
RW-5
が他に比べて高い
RW-5
が他に比べて高い



　　③浮遊物質量（ＳＳ）比較対象地点
RW-1,3,6
では
SS
値は
B
類型の
25mg/L
以下に適合しているが、原川本川　
RW-2,4,5
では　　⑥電気伝導率
SS
値が
B
類型環境基準値２５
mg/L
以下に適合しない場合がある。（
4
月
20
日、
12
月
20
日、
2
月
20
日）電気伝導率値は
RW-1,3,6
地点においては農業用水基準
30mS/m
以下に適合している。ただし
SS
値が高く検出されている測定回は、不法投棄現場上流
RW-2
地点においても濃度が高い。原川本川である
RW-2,4,5
地点においては、既に不法投棄現場上流部
RW-2
地点においても電気伝導率が高い。⑦イオン類　　④溶存酸素（
DO)
原川本川のダイヤグラムから、
DO
値は
6
地点すべてにおいて、
B
類型の環境基準値
5mg/L
以上に適合していた。善商排水流入
D-1,2
の上流部
RW-2
より、カルシウム・硫酸イオン濃度が高いことが分かる。
RW-2,4,5
地点の電気伝導率は硫酸カルシウム由来であることが推測される。　　⑤全窒素（
T-N
）比較対象地点
RW-1,3,6
では概ね農業用水基準
1mg/L
以下に適合していた。他の
3
地点については、
T-N
は
RW-2
�
RW-4
＜
RW-5
の濃度関係にある。これは
RW-4
地点と
RW-5
地点間に、
T-N
濃度が高い現場排水
D-1,D-2
が流入していることが起因していると推測できる。←
D-1 -2 
流入河川水
SS
値推移
0100200300400500600700
Ｈ
16.9.21
Ｈ
16.11.5
Ｈ
16.12.20
Ｈ
17.2.4
Ｈ
17.3.15H17.6.20H17.9.20H17.12.20H18.3.10
（
SS
　
mg/L)050100150200(
原川本川流量
  L/sec)
原川本線
RW-4
流量
25mg/L
以下
RW-1RW-2RW-3RW-4RW-5RW-6
河川水
T
‐
N
値推移
0246810
Ｈ
16.9.21
Ｈ
16.11.5
Ｈ
16.12.20
Ｈ
17.2.4
Ｈ
17.3.15H17.6.20H17.9.20H17.12.20H18.3.10
（
T-N
　
mg/L)050100150200(mm/day  L/S)
原川本線
RW-4
流量
1mg/L
以下
RW-1RW-2RW-3RW-4RW-5RW-6
河川水電気伝導率値推移
0102030405060708090100
Ｈ
16.9.21
Ｈ
16.11.5
Ｈ
16.12.20
Ｈ
17.2.4
Ｈ
17.3.15H17.6.20H17.9.20H17.12.20H18.3.10
（
EC
　
mS/m)050100150200(mm/day  L/S)
原川本線
RW-4
流量
30mS/m
以下
RW-1RW-2RW-3RW-4RW-5RW-6RW-2-10-50510
陽イオン　
me/L
陰イオン　
me/LNa++K+Ca2+Mg2+SO42-HCO3-Cl-H16
年度調査結果
H17
年度調査結果←
 SO42-
←
 HCO3-
←
 Mg2++Ca2+SO42-+Cl- 
→
Mg2+ 
→
Na++K+ 
→←
 Ca2+Cl- 
→○
:H16
年度調査◎
:H17
年度調査
RW-2 ÄØØÆ±ÀÞ²Ô¸Þ×Ñ
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ⅠⅡⅢⅣⅤⅤ　　分類凡例Ⅰ　炭酸
¶Ù¼³Ñ
型Ⅱ　炭酸
ÅÄØ³Ñ
型Ⅲ　非炭酸
¶Ù¼³Ñ
型Ⅳ　非炭酸
ÅÄØ³Ñ
型Ⅴ　中間型
RW-5-10-50510
陽イオン　
me/L
陰イオン　
me/LNa++K+Ca2+Mg2+SO42-HCO3-Cl-H16
年度調査結果
H17
年度調査結果←
 SO42-
←
 HCO3-
←
 Mg2++Ca2+SO42-+Cl- 
→
Mg2+ 
→
Na++K+ 
→←
 Ca2+Cl- 
→○
:H16
年度調査◎
:H17
年度調査
RW-5 ÄØØÆ±ÀÞ²Ô¸Þ×Ñ
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ⅠⅡⅢⅣⅤⅤ　　分類凡例Ⅰ　炭酸
¶Ù¼³Ñ
型Ⅱ　炭酸
ÅÄØ³Ñ
型Ⅲ　非炭酸
¶Ù¼³Ñ
型Ⅳ　非炭酸
ÅÄØ³Ñ
型Ⅴ　中間型
RW-5
が他に比べて高い全域にわたり高い


